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【レーティングの定義】＜強気＞今後6ヵ月のパフォーマンスがTOPIXに対して15％超上回ると予想される銘柄、＜やや強気＞今後6ヵ月のパフォーマン

スがTOPIXに対して5～15％上回ると予想される銘柄、＜中立＞今後6ヵ月のパフォーマンスがTOPIXに対して±5％以内と予想される銘柄、＜やや弱気＞

今後6ヵ月のパフォーマンスがTOPIXに対して5～15％下回ると予想される銘柄、＜弱気＞今後6ヵ月のパフォーマンスがTOPIXに対して15％超下回ると

予想される銘柄 
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タに基づいて作成されていますが、その正確性・完全性を保証するものではありません。●株式を売買する場合は、約定代金に対し、

最大1.1799％の委託手数料がかかります（最低委託手数料は2,592円＜税込み＞）。●株価の変動や発行者の信用状況の変化等により、

投資元本を割り込むことがあります。また信用取引ではその損失額が差し入れた委託保証金の額を上回るおそれがあります。●立花証
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場合があります。●投資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようお願い申し上げます。 
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３２３７ イントランス（東証マザーズ・制度信用・売買単位100株）  

             担当 ： 下川寿幸（03-3669-2264・内線3812） 

 
不動産再生ビジネスの企画力に定評  

 

＜投資判断＞ 強  気（新  規）  

＜目標株価＞ 350円  

資金調達能力を超える案件の場合は他社へ仲介も 

 中古ビル再生事業が主力。同社の麻生社長は、2000年から07年にかけて上毛撚糸（現・価値開発）を再建

し、2010年にはリーマン・ショックで経営危機に陥ったイントランスの経営権を取得し安定的に黒字を出

している。また、2011年5月に東京タワー近くの古いビルを結婚式場へバリューアップし2014年5月に約1

0億円の売却益を得るなど、不動産再生ビジネスの企画力に定評がある。 

 今3月期上期の連結業績は、売上高については計画（15億円）を下回る10.8億円となったが、営業利益は

期初計画（5.0億円）通り前年同期比47%減の5.2億円となった。期初に想定していなかった不動産会社の

M&Aを仲介した手数料（約5億円）が得られたため、売り上げに計上予定だった中古ビル再生案件の一部

の売却を下期に延期した。なお、麻生社長の手腕を頼りに多数の不動産投資案件が舞い込んでいるが、こ

のうち今回の案件のように同社の資金調達能力を超える案件の場合は他社へ仲介している。 

 会社側は通期の連結営業利益について前期比26.5%増の13.0億円を計画している。上期から下期に延期さ

れた物件の売却益計上などで計画の達成確度は高いとみられる。 

 

2017年3月期に連結営業利益で20億円を目指す 

 同社は来2017年3月期に連結営業利益を20億円へ引

き上げる中期経営計画を推進している。来期は上期

中に都内一等地や横浜中華街などでの再開発プロジ

ェクトの寄与が見込まれるほか、期末に向けて鎌

倉・由比が浜でサーファー向け収益ビルの開発など

も計画しており、複数の案件が順調に進捗している。 

 株価はビル再生のカギとなる企画能力を評価して、

来期ベースの予想連結PERで13倍となる350円を目

標株価とする。    （以上）売買管理課審査済 

【連結】 売上高 営業利益 経常利益 当期利益 ＥＰＳ 配当
2014/03 2,984 （ 93.3 ） 464 （ 33.7 ） 362 （ 149.7 ） 399 （ 232.5 ） 10.8 0.0
2015/03 6,334 （ 112.3 ） 1,027 （ 121.3 ） 993 （ 174.3 ） 966 （ 142.1 ） 26.1 7.0
2016/03 CE 8,100 （ 27.9 ） 1,300 （ 26.6 ） 950 （ ▲ 4.3 ） 780 （ ▲ 19.3 ） 21.0 5.0
2016/03 TE 6,000 （ ▲ 5.3 ） 1,300 （ 26.6 ） 950 （ ▲ 4.3 ） 780 （ ▲ 19.3 ） 21.0 5.0
2017/03 TE 8,000 （ 33.3 ） 2,000 （ 53.8 ） 1,550 （ 63.2 ） 1,000 （ 28.2 ） 27.0 5.0

年初来高値 （15/02/25） 415 円 ＥＶ 9,212 百万円 連結ＢＰＳ 79.6 円
年初来安値 （15/08/26） 178 円 ＥＢＩＴＤＡ 992 百万円 連結ＰＢＲ 3.34 倍
時　　　　価 （15/12/01） 266 円 ＥＶ/ＥＢＩＴＤＡ 9.3 倍 連結ＥＰＳ 21.0 円

発行済株式数 千株 連結ＲＯＥ 26.4 ％ 連結ＰＥＲ 12.6 倍

百万円 連結ＲＯＡ 18.0 ％ 連結ＰＣＦＲ 12.3 倍

37,071

時価総額 9,861

ＥＶ＝時価総額 + 有利子負債総額 - 手元流動性、 ＥＢＩＴＤＡ ＝ 経常利益 ＋ 減価償却費 - 金融収支
（ＣＥは会社側予想、ＴＥは当企業調査部予想、カッコ内は前年比伸び率、単位：百万円、％、円）
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（億円） ＜イントランスの中期経営計画＞


